
令和６年度における部会報告の運用について

変更点 狙い 課題

部会報告シートを２種類に分割
• 活動報告シート
• トピック報告シート

各部会の検討事項を把握しやすくする
→部会に共通する全体的な課題を把握する

• 活動報告の共有が十分でない
• 検討事項の背景や取組状況等の把握が
十分でない

トピック報告シートを基に運営会議で意見
交換の上，全体会で報告・意見交換

部会間または全体会・部会間の連携を図る
→部会を横断しての課題検討を行う

• 自部会のみで検討している課題が多く，
うまく連携が図れない

• 全体会での意見交換が十分でない

■令和５年度における取組

（背景）
• 運営会議・全体会と部会の開催日程が噛み合わず，タイムリーな報告・検討ができない
• 計画策定年度のため，全体会での質疑（意見交換）の時間が十分に確保できない

課題把握・検討
【部会】

課題共有・整理
【運営会議】

意見交換
【全体会】

課題把握・検討
【部会】

・・・

■（目指す姿）自立支援協議会におけるサイクル

⇒次回計画策定年度（令和８年度）までに上記サイクルが機能するよう，令和６年度は下記に取り組む予定です
• 部会→運営会議→全体会の開催日程を整理し，最新の情報を部会報告シートに記載できるようにします
• 計画関係の議題を予定していない第２回全体会において，部会報告に関する意見交換の時間を確保します
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